
  

● ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
● この取扱説明書は大切に保管してください。
● 組み立てる前に電源を入れないでください。
● 照明器具の取付け及び修理は、必ず電気工事店等の
　 専門家にご依頼ください。

　  警告
火災の恐れがあります。
・指定ワット数以上の電球は取り付けないでください。
　（指定電球は器具に表示してある電球シールを確認してくださ
い）
・不安定な取り付けは禁止。

　  警告
やけどの恐れがあります。
・点灯中や消灯直後の電球には触れないでください。

不適当な取付けにより発生した故障や事故について、当社は責任
を負いません。
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Design by Omer Arbel
INSTALLATION INSTRUCTIONS
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C l u s t e r

C l u s t e r

ランプ　   ：＜キセノン球仕様＞　　　　　　　　　　　　　　
　           　  キセノン球　12V-20W
　　　　　※ＬＥＤ球は使用できません。

　　　　　＜ＬＥＤ球仕様＞
　　　　　ＬＥＤ球　12V-1.5W
　　　　　※キセノン球は使用できません。　

4G：   トッケソ

使用電圧：AC 100V

周波数　：50Hz / 60Hz

質量　　：約40kg

調光　　：＜キセノン球仕様＞
　　　　　販売店にご相談ください。

　　　　　＜ＬＥＤ球仕様＞
　　　　　調光不可

！重要！
※ランプはこの器具の専用球です。交換の際は販売店でご購入
　ください。

※キセノン球仕様とＬＥＤ球仕様は互換性がありません。



＜１＞

フランジ本体から取付プレートを取り出してください。

＜２＞

フランジの取付位置を決めます。

天井面の取付部は、器具重量に耐えられる強度を確保してください。

取付プレートを天井の照明取り付け位置にしっかりとボルトで固定し、

１次側のケーブルを出しておいください。（図①）

　 注意

取付部の強度が不十分な場合、器具落下の原因になります。

＜３＞

フランジの中のトランスと1次側のケーブルを結線します。（図②）

　 重要

メンテナンスの難しい場所に取り付ける場合は、トランスをフラ

ンジ内ではなく、点検口の近くなどメンテナンスしやすい場所に

設置することをお勧めします。

＜４＞

フランジボックスの中にトランスをきちんと納めてから、3 本

のネジでフランジを取付プレートにしっかりと留めつけます。

（図③）

　 重要

この照明器具の重量は 30kg あります。天井の材質や構造に従って

適切な処置を必ず行って下さい。

不十分な処置によって起こる事故は責任を負いません。

　 注意

工事の際には必ず電源を切って下さい。

＜５＞

同軸ケーブルの巻きを緩めるようにゆっくりと解いてください。その際、

指を同軸ケーブルの中に入れて緩めていくとねじれることなく緩めるこ

とができます。同軸ケーブルは非常に繊細です。巻きに逆らって解く

と、折り目が出来る可能性がありますので、十分に気をつけて解いてく

ださい。（図④）　 

＜６＞

全てのペンダントはジャック式になっています。フランジ側の

ピンジャック（１）にペンダント側のピンプラグ（２）を差込

み、プラグカバー（３）をしっかりとねじ込んで固定してくだ

さい。差し込む際はガラスシェードを支えながら行うと安全

に行えます。（図⑤）

   重要

プラグカバーのねじ込みが不十分な場合、落下の危険性がありま

す。

＜７＞

フランジに取り付ける前にリング（４）に同軸ケーブルを通し

てください。ペンダントの取り付けは中央を最初に、次に同

軸ケーブルをリングに通しながら外周を順番に行ってくださ

い。最後にリングの位置を調整し、ガラスシェードを等間隔

に並ぶようにアレンジしてください。ケーブルの長さにより異

なりますが、リングを上の方に上げるとフラット気味に、下の

方に下げると少し弧を描くようにアレンジできますので、状況

に応じてお好みの位置にリングを設定してください。（図⑥）

＜８＞

最後にガラスシェードをきれいな乾いた布で拭いてください。

■お手入れの方法

電源を切って、電球が完全に冷めてから行ってください。

ガラスはきれいな乾いた布で拭いてください。

   重要

電球付き口金を取り出す際は、ゆっくりと、まっすぐに引き出し

てください。取り出し口が小さいですので、斜めに引き出すと電

球がシェードの縁に当たって外れ、中に落ちてしまう危険があり

ます。一旦電球が中に落ちてしまうと、取り出すことができなく

なります。

■電球の取り替え方

電源を切って、電球が完全に冷めてから行ってください。

キャップ（５）を時計と反対回しに回して、電球付き口金をゆ

っくりと、まっすぐに引き出し、切れた電球を外してから新しい

電球を口金にしっかりと差し込んでください。差し込み方が緩い

と、次回の電球交換の際電球が外れて中に残ってしまう可能性が

あります。一旦電球が中に落ちてしまうと、取り出すことができ

なくなります。（図⑦）
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※トランスの電線は白黒(または茶青)が一次側です。
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